
 

 

 

 

 

 

北広島市保健福祉計画検討委員会 

第 3回 障がい福祉部会 

 

日 時：平成２３年１１月２２日（火） 午後６時３０分～午後７時２５分 

 

場 所：北広島市中央会館 １階 保育室 

 

 

◇北広島市保健福祉計画検討委員会委員  

出席者：奥田委員 （部会長） 

     板垣委員 （職務代理者） 

上林委員  

佐々木委員  

富田委員  

藤原委員  

松坂委員  

若狭委員  

欠席者：なし 

                 

◇事務局 

     木下保健福祉部次長 

木下福祉課長 

 奥山福祉課主査 

     柄澤福祉課主査 

     杉山福祉課主任 

       

◇傍聴者 １名 

 

 

 

 

 

 

 

 

議事概要 



 

 

≪議事概要≫ 

 

１ 開会 

 

２ 部会長挨拶 

 

３ 議事 協議事項１ 北広島市障がい者福祉計画・第 3期障がい福祉計画の素案について 

  事務局：北広島市障がい者福祉計画・第 3期障がい福祉計画（素案）等により説明 

 

（数値目標について） 

委 員：80ページから 85ページにかけての数値目標の達成は可能と考えているのか、特に 81 

ページの福祉施設からの一般就労については、国や道の目標値を超えて設定しているが 

どうなのか。 

 

事務局：82ページの就労移行支援や就労継続支援 A 型については、実態からみて国や道の目標 

値の達成が困難である状況から数値を低目に設定した。また、地域生活への移行という 

部分では、社会資源の確保という部分が重要と考えている。81ページの一般就労につ 

いては、当市の場合、就労に特化した相談支援事業所を開設しており、実績も上がって 

いることから、国や道の目標値を超えて設定している。 

 

（福祉ホームについて） 

委 員：69ページに福祉ホームについて記載があるが、今後どのような事業を考えているのか。 

 

事務局：福祉ホームは、地域生活支援事業の位置づけとして行っているものであるが、道内的 

にも実施しているところが少なく、自立支援給付のサービスなどとは違い制度的に固ま 

りきっていないところがある。例えば、入居者が病気などになった場合、福祉ホームを 

経営している法人等はどこまで支援するべきかなどの課題も現状としてはある。しかし、 

ある程度の自活能力がある方にとって低額な金額で居住の場を確保できる資源である 

ことから、課題を解決しつつ継続して事業を進めていきたいと考えている。 

 

(計画相談支援の数値目標について) 

委 員：追加で配付のあった計画相談支援関係の数値目標についてはどのような考え方で設定 

    したのか。 

 

事務局：原則、3年間で障がい福祉サービスを利用する全ての方を対象にサービス利用計画を作 

成するというものであるが、国の指針案が 10月末に示されたものである。数値は、年 

間延べ作成件数の１ヶ月あたりの平均値としており、前提としてセルフマネジメントを 

3割程度と見込み、また、平成 24年度は初年度ということで、体制整備の点もあり、 

少なく見込み量を設定した。 



 

 

部会長 ほかにございませんか。よろしいでしょうか。 

 

（委員異議なし、承認） 

 

 

その他 （今後のスケジュールについて） 

 

事務局：次回は、平成 23年 12月 6日（火）午後 6時 30分から部会を開催し、本日以降修正し 

た箇所等について、協議・承認をいただき、その後に開催される全体会で素案について 

の承認をいただくこととしたい。 

 

（委員異議なし 承認） 

 

閉会 

 

 


